
 

高山支部坊守会の皆様へ 
～はじめに～ 

「高山教区坊守会」は教区改編を機に、「高山支部坊

守会」と名称が変わり、それに伴い、新規約ができ

ました。しかし、その規約内容を改めて見てみると、

改編前の坊守会運営とは異なる部分がありました。 

そこで、改編後３年目にあたる今号において、以下

の内容をお読みいただき、何卒、ご意見をお聞かせ

くださいますようお願いします。また、坊守の役職

にある方だけではなく、皆さんとご一緒に考えてい

く機会になればと思い寄稿いたします。 
 

■名称不一致の指摘 

教区改編後、高山支部坊守会の活動を始める

にあたり、「高山支部坊守会」名義の貯金通帳作

成の折、支障が生じました。ゆうちょ銀行にて任

意団体名義通帳の名義変更手続きの際、当該団

体の規約添付が必要なのですが、規約名の【真宗

大谷派岐阜高山教区 高山支部坊守会規約】と

第１条(名称)【本会は、真宗大谷派岐阜高山教区

坊守会 高山支部(以下、「高山支部」という。)

と称する。】に違い(太字部分)があると指摘され

ました。つまり、名称が「○○会」であればその

団体の規約名は「○○会規約」となるのですが、

この規約はそうなっていないとの指摘でした。 
 

■「委員」という言葉を手掛かりに規約を読む 

第６条(委員会)【高山支部に委員会を置き、次

の各号に掲げる委員で組織する。】とあり、各号

として「（１）第 7条に規定する役員」「（２）高

山地区内の各組坊守会より１人ずつ選出された

委員７人」を掲げています。 

次に第７条と第８条を見てみましょう。第７

条（役員）【高山支部に次の役員を置き、委員の

中からこれを互選する。（１）支部長１人（２）

副支部長２人（３）会計１人（４）書記１人】と

あり、この条は第６条１項（１）を決める条文に

あたるので、条文中の委員は第６条１項（２）が

該当します。そして第８条(監事)【高山支部に監

事２人を置き、委員の中からこれを互選する。】

とあり、第６条１項（１）の役員が監事を兼ねる

ことはできませんので、第８条内の委員も第６

条１項（２）が該当します。つまり、役員５人と

監事２人の７人を第６条１項（２）の「高山地区

内の各組坊守会より１人ずつ選出された委員７

人」が互選するということになります。 

ここで１つ謎が出てきます。なぜ第６条１項

（１）に「第７条に規定する役員」が入っている

のだろうと。教区改編以前、現在の支部長・副支

部長・監事相当の役員は坊守委員以外の方から

推薦・選出していました。教区改編後も上記の役

員については、従来の選び方の継続を想定し第

６条１項（１）の条文が入っているのですが、現

規約には従来の選び方に関する記述が漏れてい

るため、現規約のままでは先に記したように「高

山地区内の各組坊守会より１人ずつ選出された

委員 ７人」に役員(５人)と監事(２人)をして

いただくこととなります。 
 

■高山支部坊守会を組織する人とは？ 

第３条(組織)【高山支部は、高山地区内寺院・

教会の坊守、前坊守、准坊守を会員とし、寺族婦

人を準会員とする。】とありますが、現規約にお

いて会員･準会員という言葉が出てくるのは第

３条のみです。 

第１０条(支部総会)【４ 支部総会は、委員の

半数以上が出席しなければ、会議を開き議決す

ることができない。】【５ 支部総会の議決は、出

席委員の過半数を持って決し、可否同数のとき

は、支部長の決するところによる。】【６ 支部長

が必要と認めたとき、または委員の半数以上の

要請があったときは、臨時の支部総会を招集し

なければならない。】と委員という単語はありま

すが、会員・準会員の語句はありません。言い換

えれば、「高山支部坊守会を組織する会員･準会

員は支部総会への参加は可能ですが、開催の是

非や議決権は委員にあり、高山支部坊守会を組

織する会員･準会員にはありません」となってい

ます。 
 

■力をお貸しください 

運用によって現規約の課題が顕著になり、規

約改正(見直し)の必要性を感じております。 

一方的なお願いではございますが、高山支部

坊守会の皆様が会員・準会員である「真宗大谷派

岐阜高山教区 高山支部坊守会規約」と岐阜高

山教区内の坊守、前坊守、准坊守を会員とする

「真宗大谷派岐阜高山教区坊守会規約」に今一

度お目通しいただき、不明瞭な語句、記述内容の

不備や不整合、追加事項他、現規約のままで構わ

ない等、感じられたところをお聞かせください

ますようお願い申し上げます。 
 
 

高山支部坊守会 支部長 

高山２組秋聲寺坊守 森 香里 

   
       ★センター・別院からのお知らせ★ ※各行事は、コロナ感染の状況により中止や変更になる場合があります。                    

 

        第４回企画会議・センター総会 報告               
去る６月８日に企画会議、及び６月２７日にセンター総会が開催され、

事業報告と新年度の事業計画が取りまとめられた。今後、別院及び教区の

会議を経て、第 1期センター体制３年目が実動となる。 

特に、２０２２年度は本山において慶讃法要が厳修されるが、帰敬式法

座の実施をはじめ、高山別院報恩講、御回壇についてもお待ち受け事業と

して取り組んでいくことが確認された。 

また、センター第１期の３年目を迎えることから、第２期センターの開

始に向けて、新年度においてセンター体制について検討をしていく。 
  

       帰敬式法座 いよいよ募集が始まります           
 

2022年 7月 1日より、本年の高山別院報恩講での帰敬式受式予定者を

対象とした、帰敬式法座への参加者の募集を開始いたします。詳細について

は、別送しております「帰敬式法座のご案内」をご覧ください。 
 

申込締切：2022年 9月 30日   定員：160名 

受式礼金：13，000円         対象：21歳以上の方 

僧侶と門徒が「共に仏弟子」であることを確かめていける場として実施してまいります。 

  ごぼう夏のつどい～飛騨御坊からの挑戦状 （青少幼年部会）         
 

日 時：７月２５日（月） 第１部：9：30～12:00、第２部：14：00～16：30  

内 容：水遊びと軽スポーツ  

対 象：第１部：小学１年生～３年生・第２部：小学４年生～６年生 

定 員：第１部、第２部それぞれ 30名ずつ  

参加費：無料 

※申込・詳細については、教務所だよりに同封のご案内をご覧ください。 
 

     飛騨学場・ご坊夏の暁天講座（８月１日～５日）            
 

【飛騨学場】  開催：9:00～  会場：御坊会館 

本講 １〜3日 藤場俊基氏 「仏教と相応する聞① -『浄土論』『浄土論註』が開く世界」 

次講 4〜5日 草野顕之氏 「蓮如上人の思想と行動」 

【暁天講座】  開催：6:30～  会場：別院本堂 

1日 藤場俊基氏 「当流の安心の一義」 

2日 岩崎建弥氏 「戦後とともに新聞とともに」 

3日 本明義樹氏 「現代における真宗の救い」      

4日 草野顕之氏  「法然上人と親鸞聖人の出会い」    
※５日の開催はありません。 
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別院境内内に掲示しておりますのでご覧ください。 

 
  

       同朋会運動―同朋としての出会いの場を願って③ ＜吉城組組門徒会研修会講義録＞   四衢 亮氏      
 
■よくよく御こころえそうろうべし 

 

としごろ念仏して往生をねがうしるしには、

もとのあしかりしわがこころをもおもいかえし

て、ともの同朋にもねんごろのこころおわしま

しあわばこそ、世をいとうしるしにてもそうら

わめとこそ、おぼえそうらえ。よくよく御ここ

ろえそうろうべし。 

（『御消息集広本』（二）聖典５６３頁） 
 

たぶん明法房は有名な人ですから、教えを聞

くようになってからも、「あの人は親鸞聖人を殺

そうとした人だ」とみんなから言われていたで

しょう。しかし、そのことを決して隠さずに「そ

うだ」と。自分の意に添わないものがあれば、自

分の思い通りにしようと、人の命さえも奪おう

とするような悪しき心や行いをする可能性が私

の中にはあるんだと。そういう問題を本願の教

えによって、自分自身の問題としてあらためて

知らされたんだと。そういうことをいつも丁寧

に語ってくださったのが、明法房だったんでし

ょう。 

日頃念仏の教えを聞いて、往生浄土の道を願

って歩むその中にあって、もとの自分の邪悪な

心、悪い心を思い返して、本当に自分が悪しき心

持ちをもっていたということをあらためて教え

をとおして確認しながら、そのことを「ともの同

朋にも」と、「私はこういう問題をもっていて、

こういう意識があって、こんなことを考えてい

たりしたんだ」と明法坊はみんなに懇ろに語っ

ていた。そういう悪しき罪の身を生き、そしてそ

ういう心持ちをもっていると、あらためて教え

に聞きいただきながら、一つ一つ自分の問題を

きちんと尋ねていきたい。そういうことを「世を

いとうしるし」と。そういうことを問題とする姿

として示してくださった。「そのことをよくよく

覚えていますか」「よくよくそのことをまた心得

てください」と確かめようとする内容なんです

ね。 
 

■同朋―自らの罪業性を問いかける本願に学ぶ友 

いかなる人も見捨てず、一人ひとりを受けと

め、その人の全てを明らかにする教えによって、

敵対した人とも友として出会うことができた。

それは、教えによって男性も女性も老人も若者

も、みな同じように平等にもらさず友として通

じ合える世界が開くことを証明してくれたので

す。その通じ合って開く世界を、親鸞聖人は「同

朋」と表現されました。 

立派な人格者になることを答えにして目指す

のではなく、自らの罪業性を問いかける本願に

学ぶ友として、問いを共にするのです。それは罪

業を生きる全ての人に通じていける世界を開く

ことです。その世界が「同朋」と表されます。 

自分の中にある悪しき思いや、そういう行い

をしてしまう可能性。そういうものをもってい

ない人は一人もいません。そういう罪業性を余

すことなく露わにして、私の問題として目を覚

まさせ罪業性を自覚せしめる教えに出遇い、「あ

あ、そうやったな」と一緒に確かめ合い、通じ合

っていける世界が開くんだと。その証拠に、自分

を殺そうとした人と一緒に教えを聞いていくこ

ととなったと。それは親鸞聖人にとって大きな

喜びなんですね。 
 

■罪業性―強き者は弱きを伏す 

そういう親鸞聖人や明法房が自覚せしめられ

た罪業性について、『仏説無量寿経』では、人間

が作る世の中はそういう罪業性があるとされ、

人間の持っている問題は世の中の人間だれもが

作るわけで、人間の作る世の中には五つの悪い

問題があって、それを「五悪」というふうにお釈

迦様はおっしゃっています。その一番目が、 
 

その一つの悪というは、諸天人民蠕動の類、衆

悪を為
つく
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うた
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善を修することを知らず。悪逆無道にして後

に殃罰
おうばつ

を受く。 

（聖典６６頁 『仏説無量寿経』下巻五悪段） 
 
 
 

高山１組 不遠寺住職 

企画会議副座長  四衢  亮 

 

   
 
 
 
 

 
 
   
 
 
         
  飛騨御坊真宗教化センター・高山別院 2022 年 7 月行事予定※コロナ感染の状況により中止や変更になる場合があります。   

              

 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院・教区 会 場 

1 

.5 
金    

2 土    

3 日 13:00 別 三日のご坊 法話:日野光洋氏(桂林教会主管者) 本堂 

4 月 13:30 教 教区教化委員会 岐阜高山教務所 

5 火 
7:00 

13:30 

別  半日華 

教 高山支部坊守会総会 

 

研修室 

6 水 
15:30 

19:00 

組 益田組組会 

組 益田組門徒会研修会 
頓乘寺 

7 木    

8 金    

9 土    

10 日    

11 月 13:00 別 大谷婦人会定例 法話：輪番 御坊会館 

12 火 14:00 セ 帰敬式スタッフ会 高山支所 

13 水 

7:00 

14:00 

15:00 

19:00 

別 前住上人ご命日 

教 教区財務委員会 Web 

教 参事会・常任委員会 Web 

組 高山二組組会 

本堂 

高山支所 

高山支所 

高山支所 

14 木    

15 金 7:00 別  半日華  

 

 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院・教区 会 場 

16 土  組  朝日高根組後期教習（～18 日） 東本願寺 

17 日    

18 月    

19 火 13:00 組 高山一組同朋総会  

20 水 14:00 教 教区坊守会総会 安養寺 

21 木  教 教区会通常会 岐阜高山教務所 

22 金  教 教区門徒会通常会 高山支所 

23 土    

24 日 9:00 別  おみがき 本堂 

25 月 
7:00 

9:00 

別  半日華 

セ 飛騨御坊夏の集い 

 

高山別院 

26 火    

27 水 13:00 別 親鸞聖人お逮夜 本堂 

28 木 13:00 別 親鸞聖人御命日 法話:白尾 匡氏(長圓寺住職) 本堂 

29 金  教 正副組長・組門徒会長会  

30 土    

31 日  別  学場準備  

2022 年 8 月 ※１５日ころまでの掲載とし、定例行事は省きます。 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 

1~5  別  飛騨学場・暁天講座     

  

        

 『高山市民時報』ミニ法話『響』７月の寄稿者           
三島 多聞 （高山別院輪番） 
北條 秀樹氏（高山１組了泉寺住職） 

三島 大遵氏（高山１組真蓮寺住職） 

窪田 美幸氏（高山２組圓德寺坊守） 

webひだご坊でも「一口法話」配信中！ 

※印刷したものの郵送をご希望の方は、教務支所までご一報ください。 
 
 

『高山市民時報』ミニ法話『響』連載中 
 

 
 「ごぼうチャンネル」の時間変更        中高生の法語掲示       

偶数月に放送している「ごぼうチ

ャンネル」の放送時間が、 

13時 30分～13時 45分 

16時 30分～16時 45分 
に変更となりましたので、お知らせします。「Hit net TV!」での視聴には契約が必要です 

Youtubeチャンネルからも視聴いただけますので是非ご覧ください。 

ご
坊 
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ル 


